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提言や本市の関連施策の方針に基づく自動運転を活用したサ

ービスの開発・展開 

 

検討会議の進め方及びスケジュール（案） 
    

＜検討の進め方＞ 

自動運転の社会実装に向けた検討会議は，自動運転の活用によるまちの魅力

の創出や自動運転技術による市政課題の解決可能性について，毎回テーマ（一

例は裏面のとおり）を絞って議論を進める。 

シンポジウムやイベントも交えながら，市民ぐるみで検討を深め，最終的に

は，京都における自動運転の活用のあり方に関する提言をとりまとめる。 

 
   

  
     
＜平成２９年度＞ 

○ 自動運転の活用による市政課題の解決可能性等について議論  

・ 第１回検討会議（平成２９年１０月３０日開催） 

・ 第２回検討会議（平成２９年度内に開催） 

   ⇒ 市民ぐるみで自動運転の活用に関する議論を進めていくため，

シンポジウム形式で開催 

 

＜平成３０年度＞ 

○ 年に２～３回の検討会議を開催   

〇 うち１回は，シンポジウム形式で開催   

○ 毎回テーマを絞り，深掘りして検討        

 

 

＜平成３１年度＞   
           
○ 「人と公共交通優先の歩くまち京都」の理念を踏まえ，京都における

自動運転の活用のあり方に関する提言「京都における自動運転の実用化

を見据えたまちや地域・暮らしの未来像について」(仮称)をとりまとめ      

 

                      

 
   
 

＜平成３２年度以降＞ 

「歩くまち京都・総合交通戦略」など本市関連施策への反映 
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＜主な議論のテーマ＞ 

 

テーマ 自動運転が実用化された場合に期待される効果等 

【観光・交通】 

○交通事故の減少 

○都心部や観光地の交通渋滞の解消 

○既存の公共交通の自動運転化 

○カーシェアリングの進展による自動車台数の減少 

【中山間地域】 
○山間地域の移動手段の確保 

○既存の公共交通の自動運転化 

【都心部の物流】 
○交通渋滞の解消 

○物流の効率化 

【福祉交通】 
○高齢者や障がい者の移動手段の確保 

○教育・子育て環境の変化（保育所の送迎・小学校の登校など） 

【環境】 
○ごみ収集の効率化 

○カーシェアリングの進展による自動車台数の減少 

【その他】 

○農林業の効率化 

○土地利用の変化（駐車場の減少など） 

○自動車の流入抑制 

○新産業の創出 

 

 

   
 

＜自動運転が実用化された京都のまちのイメージ＞ 


